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◆ 研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

○授業１では、中３の夏休みに病気で短い人生を終えた教え子を主人公にした。

卒業式に残されたクラスメートがしたことは・・・・。そんなかけがえのない

日々を資料とした。 

○授業２では、「少女とはげたか」の写真を撮影した写真家ケビンカーターの行

動の是非を話し合った。最後にケビンカーターがとった行為の新聞記事を紹介

し、彼の生き方を考えた。 

 

自らの生き方につながる道徳的心情を高めるための指導の工夫 

～実在の人物に焦点をあてた自作資料と生き方参考シートの活用を通じて～ 

自 ら の 生 き 方 に つ な が る 道 徳 的 心 情 

実在の人物に焦点にあてた資料 

授業１ 

「かけがえのない自分」「強い意志」 

◎実在の人物に焦点をあてた自作資料の授業は、多くの生徒にとって考えさせられる内容であり、人物の生き方

や考えに共感した生徒が多かった。 

◎生き方参考シートを活用し、実在の人物の考えや生き方をもとに今後の自らの在り方や生き方の参考となる点

を記述する欄を設けたが、生徒は記述する中で自分だったらどうかという観点で考えていた。 

●実在の人物に焦点をあてた自作資料は多様な価値観を内包している。だからこそ、授業者が生徒にどのような

価値観や考えを深めさせたいかをよく考えて発問をしないと、生き方参考シートも効果が薄くなる。 

本研究は、道徳の時間において自作資料と生き方参考シートを活用することを通して、強い意志やかけがえのな

い自分といった自らの生き方につながる道徳的心情を高める指導を研究したものである。現在、人間関係が狭くも

のごとを狭い視野でとらえ、「どうせ自分なんかやっても無駄。必要ない」と考える生徒が増えている。そこで本研

究では多様な生き方や価値観を生徒の心に直接働きかけるため、実在の人物の生き方を資料で取り上げる。さらに、

生き方参考シートを活用し、その生き方に共感・反論する中で自分はどうあるべきかを考えることを目的とした。 

主人公Mさんは中３で亡くなったんだ。そ

れなのに色々がんばってたんだ！ 

主人公ケビンカーターが少女を

助けなかったのはどうして？ 

写真を撮るべきか、

助けるべきか私な

らどっちだろう？ 

私も勉強をあき

らめずやろう！ 

狭い人間関係 狭い価値観 

どうせ私なんかやっても無駄、必要ない 

教師の願い 

多様な価値観や考えを実感させたい 

そこで 

ゆさぶり・反論 

 

共  感 

どんな点に考えさせられたか、共感

させられたかを具体的に記入させ

ることで、今後の自らの在り方や生

き方の指針とする。 

そこで 

人物への共感や考えさ

せられたことなど、心

の揺れを客観的にわか

りやすく振り返らせる

ために欄を設けた。 

生 き 方 参 考 シ ー ト 

授業２ 

「生 命 尊 重」 

実在の人物の考えや生き方を通して自

分の生き方の参考にできることなどを

記入し、「自分だったらどうするか」と

いう観点のもと、自らの生き方に役立

てる。 


